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明確なメリット
データ・ファブリック・テクノロジーは複雑に見
えるかもしれませんが、そのメリットは簡単に
理解できます。つまり、ハイブリッド・マルチク
ラウド環境のどこでアプリケーションが稼働し
ていても、適切なデータを適切なタイミングで
適切なアプリケーションに提供できるというこ
とです。

境界線の重要性
データ・ファブリックは、分散したハイブリッド
クラウド環境でインテリジェント・データを実
行するために重要な3つの境界 ー データ・プ
ラットフォーム、クラウドとクラウド・プロバイ
ダー、企業のトランザクション・データや分析
データの運用とコミュニティーが共有する境
界 ー を管理します。

すべてのデータ機能を活用
人工知能（AI）、機械学習、モノのインターネッ
ト（IoT）、エッジ・コンピューティングに投資し
ている企業は、データ・ファブリックを使用して、
データ機能のトランザクション側と分析側を織
り交ぜることができます。

価値あるものへの道を切り開く
データ・ファブリックを導入してビジネス価値
を得るには、企業が直面する非技術的な障
害をどれだけクリアしているかが大きく影響
します。 

要点 データ・ファブリックが重要なのは、 
データ・エンジニアにとってだけ 
ではありません。
テクノロジーを駆使したビジネス・トランスフォーメーション 
に携わるすべての人が、データ・ファブリックの概念を理解す
る必要があります。 大企業が絶え間ない競争圧力や現在の
パンデミックのような不測の事態に対応して進化し続ける中
で、データ・ファブリックは多くの大企業が組織の将来に向け
て「遺伝子を引き継ぐ」のに役立ちます。 現在、企業による
ハイブリッド・マルチクラウド・アーキテクチャーへの投資と
同様に、拡張データおよびデータ分析機能への投資も引き続
き活発です。 ソフトウェアが「世界を食べる」ということは、
インテリジェント・データとハイブリッドクラウドという高タン
パクの食事を取っているということです。 

IBM Institute for Business Valueの調査によると、データか
らより多くの価値を得ることが、健全なデジタル戦略を推進
することがわかっています。 高業績企業は、データ・センター・
オブ・エクセレンス（CoE）、データサイエンティスト、データ
分析ツールなどに大規模な投資を行っています。1 今日、ほと
んどの大企業は、顧客向けアプリケーション（デジタル製品）
に関して、顧客体験を向上させ、カスタマー・ジャーニーをサ
ポートし、新しいサービスを可能にする情報を注入する戦略
を取っています。 これらの戦略は、B2BやB2Cのビジネスモ
デルでも機能しますし、新規のプラットフォーム・ビジネス・モ
デルでも中心的な役割を果たします。

技術＋規模＋人＝複雑さになります。 私たちは、物事に境界
線を引くことで複雑さを管理し、複雑なシステムの一部分だ
けに集中できるようにする傾向があります。 これはある意味
では有効ですが、自分が引いた境界線 の間のホワイト・スペー
スを管理するという重要な仕事を無視してしまうことがよく
あります。 データ・ファブリックは、アプリケーション、データ、
クラウド、そしてそれらを設計・作成する人々を隔てる境界を
管理する新しい方法を提供するものであり、それを理解する
ことが重要です。 成功を左右するのは、これらの境界の管理
です。 
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このレポートでは、そのうちの3つの境界を探ります。 まず、
データ・プラットフォーム間の境界です。 次に、クラウドと
クラウド・プロバイダーとの境界です。 3つ目は、企業のトラ
ンザクションと分析 のデータ運用とコミュニティーの境界で
す。 この3つ目のタイプの境界は、最初の2つのタイプに比べ
て実務者にはなじみが薄いかもしれませんが、それ以上では
ないにしても、少なくとも同じくらい重要なものです。 

データ・ファブリック ー 単なる複雑な
テクノロジーではない
デジタル・ビジネス・トランスフォーメーションの多くの要素
と同様に、データ・ファブリック・テクノロジーとアーキテク
チャーは重要ですが、かなり複雑です。 「データ・ファブリッ
ク・アーキテクチャー」で検索すると、イメージがつかめると思
います（「定義：データ・ファブリック」参照）。 この複雑さと、ハ
イブリッドクラウドの導入、AI、エッジコンピューティング、 
IoTなどによる変化の速さが相まって、データサイエンティスト
やデータ・エンジニア、AIモデラーなどではない人にとって、
データ・ファブリックは手に負えないものになっています。 つ
まり、ほとんどの人が困惑しているのではないでしょうか。

恐れることはありません。 本稿では、データ・ファブリックが
長年の問題に対する新しい解決策であることを理解できれば
十分です。 データは貴重なものであり、企業は大量に持って
いますが、データの管理は不完全です。 データは、データセ
ンター、データウェアハウス、データレイクなど、大小さまざま
なコンテナで企業全体に分散しています。 さまざまな方法で、
さまざまなフォーマットで保存され、取得されます。 場所か
ら場所へ、時にはゆっくりと、そして困難を伴いながら移動し
ます。 管理が難しく、保管に費用がかかり、必ずしも信頼で
きるものではなく、制限された条件下で仲介者を介してのみ
アクセスできます。 

ここに、クラウド・コンピューティングを加えます。 クラウド・
コンピューターは、このような混乱を解消し、データをクラウ
ドに移すことで保存コストを下げ、その結果、サイロ、エンド
ポイント、多様なクラウド・サービス・プロバイダーが作る「壁
に囲まれた庭」など、データが増殖する新たな場所を作り出
します。 クラウドは、クラウド上の新しいアプリケーションと
いう形でイノベーションを促進しますが、これらはすべて、よ
り多くのデータサイロを生み出す可能性があります。 

データが新しい石油であるならば、ほとんどの大企業は噴出
している油田のようなものです。 データは至る所に溢れてい
ますが、現在は原油の状態であまり価値がありません。 デー
タ・ファブリックで、この問題を解決できます。 

定義：データ・ファブリック
データ・ファブリックは、単なる一つの特定のテクノロジーで
はなく、概念的なアプローチです。 これは、アーキテクチャー
と統一されたデータ・サービスのセットを含む環境と考える
ことができます。 これらのサービスは、オンプレミスの組織内
ネットワークと複数のクラウド環境で、一貫したデータ機能
をサポートします。

「ファブリック」という言葉は、誤解を招きやすいと同時に有
益な言葉でもあります。データ・ファブリックはそれ自体はモ
ノではありませんが、その構成要素はファブリックの織りの
性質に似ていると考えることができ、全体を連結し、保持し
ています。
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データ・ファブリック：データベースの先にあるもの
データ・ファブリックの一番のコンセプトは、データベース、
データ・レイク、データウェアハウス、データマートを、固定さ
れたデータの保存場所と考えるのをやめることです。 その代
わりに、データは「オンタップ」と呼ばれる広いネットワーク
を流れるものと考え、適切なデータが適切な場所、適切なア
プリケーションに適切なタイミングで提供されるようにしま
す。 ユーザーの観点からは、それはうまく機能します。 

1つの場所に多くのデータが蓄積されると移動が難しくなる
ため、データベースを超えて移動することは、「データ重力」
に対処する方法です。 データ・ファブリックでは、データの移
行を容易にしたり、移行できないデータ（例えば、オンプレミ
スにとどまる必要があるデータ）へのアクセスを容易にする
ことができます。 

データ・ファブリックとインドラの網 
数千年の歴史を持つ東洋の教えは、インドラの網という形で、
データ・ファブリックを適切に喩えています。2 これらの教えで
は、インドラは神々の王であり、彼の網は広大な宇宙の格子で
あり、格子の糸が交差するところにはどこにでも貴重な宝石

データが新しい石油であるならば、 
ほとんどの大企業は噴出している油田の 
ようなものです。 データ・ファブリックで、 
この問題を解決できます。 

図 1

インドラの網
データ・ファブリックの喩え

があるとされています。 網は無限の宝石をつなぎ合わせたも
ので、すべての宝石のそれぞれの面が、他のすべての宝石のそ
れぞれの面を反射しています。 すべてが他のすべてに接続さ
れており、原因と結果が無限の網全体に波及しています（図1
「インドラの網：データ・ファブリックの喩え」を参照）。 

この喩えでは、インドラの網の中の宝石は、企業の何千もの
それぞれのアプリケーションや、顧客、ビジネス・パートナー、
業界のエコシステム参加者などが運営するアプリケーション
を表しています。 その一つ一つの宝石は、他のすべての宝石
とつながっています。 それぞれの宝石は個性的でありながら、
網、つまりファブリックでつながっています。 ファブリック
は、それぞれの宝石が必要とする計算能力、ストレージ、コネ
クティビティ、そしてデータをすべて提供します。 それぞれの
宝石が網のどこに現れても、その宝石に最も近い最適なデー
タ・ソースから必要な データを受け取ります。 

ここでは、データ・ファブリックの概要とそれが解決する問題
について、企業が蓄積したデータの間で遭遇する3つの境界
線と、インドラの網のようなアプローチがどのように役立つか
を探ってみましょう。 
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データ・プラットフォームの境界線
データ実務者の間では、「2つ目のデータベースを追加すると、
統合の問題が発生する」という言葉がよく聞かれます。 ビッ
グデータがIT用語の王様となって以来、データの有効活用か
らメリットを得る機会は増加していますが、それと同時に、適
切なデータを適切なアプリケーションで大規模に利用する
という課題も発生しています。 クラウド以前から、企業は
データ・プラットフォームを構築していました。これは、多様な 
データベースにあるデータを統合するテクノロジー・ソリュー
ションです。 データ・プラットフォームは、サービスとして機能
するように設計されています。 ガードレールの中では、デー
タを必要とする人がデータを入手したり、ユーザーやアプリ
ケーション、その他のテクノロジーにデータを配信することが
できます。

各データ・プラットフォームの境界は、通常、格納されている
データの種類や、データの使用方法によって定義されます。 
大企業であれば、人事データ・プラットフォーム、サプライ・
チェーン・データ・プラットフォーム、特定のビジネス・ユニット
用の顧客データ・プラットフォームなどが必要になるかもしれ
ません。 

顧客のバリュー・チェーンをエンドツーエンドで 
構築・運用するために必要なデータが、 
単一のデータ・プラットフォームに配置される 
可能性は低くなります。

この境界線は意味があり、利用可能なデータから より多くの
価値を得るための好都合な方法でした。 しかし、今日では
いくつかの変化が違いをもたらしています。 第一に、企業が
新しいビジネス・モデルを展開し、顧客の生涯にわたるイン
タラクションを一元的に把握するようになると、ビジネス部
門で顧客データを縦割りに持つことはできなくなります。 第
二に、サプライ・チェーンのデジタル化が進む中で、顧客のバ
リュー・チェーンをエンドツーエンドで構築・運用するために
必要なデータは、単一のデータ・プラットフォームに配置され
る可能性が低くなります。 第三に、データ分析の精度が向上
すると、データ・プラットフォームの設計者が思いつかなかっ
たようなつながりや洞察が、データ・プラットフォーム間で得
られる可能性があります。 

データ・プラットフォーム間の境界を管理するには、統合、接
続、コントロールの3つのアプローチがあります（図2「境界戦
略：データ・プラットフォームの境界を管理するための3つの
アプローチ」を参照）。 これらの方法はいずれもデータ・ファ
ブリックの一部となり得ますが、分散型のハイブリッドクラウ
ド環境に最も適しているのは、3番目のオプションです。 しか
し、どの方法においても、重要なことは、プラットフォーム内
のデータとそれを必要とするアプリケーションを疎結合する
ことです。 この疎結合の概念は、データ・ファブリック・アー
キテクチャー全体で重要です（「顧客のクロスセルのための
価値提案」参照）。

図 2

境界戦略
データ・プラットフォームの境界を管理するための3つのアプローチ

データ・プラットフォームは、同じインフ
ラストラクチャーに移動します。

1つ の デ ー タ・プラットフォームは 、 
アップストリーム・ダウンストリームの 
組 み 合 わ せ で 別 の デ ー タ・プ ラット
フォームに接続されます。 

分散され、それぞれのペースと強さで進化
することができる複数のデータ・プラット
フォームに対して、統一されたガバナンスと
管理画面を持たせます。

21 3統合 接続 コントロール
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洞察：顧客のクロスセルのための
価値提案
データ・プラットフォーム間の境界を交渉するための「コント
ロール」パターンは、特定の顧客サービスを中心にデータ・プ
ラットフォームを成長させてきた企業の間では一般的なもの
です。 例えば、大手銀行では、住宅ローン商品用のデータ・プ
ラットフォームおよびクレジットカード顧客用のデータ・プラッ
トフォームを持っています。 クレジットカードの顧客に住宅ロー
ンをクロスセルしたり、その逆を行ったりするビジネス・ケース
は、大企業がすでに保有しているデータを収益化する典型的
なケースです。 

この例では、プラットフォームを統合する必要性は全くなく、事
業部門はこのようなことに同意しないでしょう。 ただ単にプラッ
トフォームをつなぐだけでは、長期的に見たときに拡張性があ
るとは言えません。 コントロール・パターンは、各プラットフォー
ムをそれぞれのビジネス・ユニットの手に委ねつつも、大企業
が統合プラットフォームの進化を管理し資金提供する役割を
果たすことを可能にします。

洞察：データの出入力問題を 
超越する
クラウド間の境界は、クラウド・サービス・プロバイダーの料金
の上昇という、非常に具体的な形で現れます。 クラウド・サー
ビス・プロバイダーは、顧客データがクラウド上に置かれると、
そこに留まるという前提で料金を設定しています。 クラウドに
データを追加すると料金が高くなりますが、プロバイダーのク
ラウドからデータを取り出して別のクラウドに移すのも非常に
高額になります。 

先ほどのクロスセルを行う銀行の例で、この銀行が住宅ローン
の申請をクラウド・サービス・プロバイダーAで、クレジットカー
ドの申請をクラウド・サービス・プロバイダーBで受け付けて
いるとします。日常業務では、あるクラウドから別のクラウドに
データを直接、リアルタイムに移動させることは難しく、コスト
もかかります。 データ・ファブリックでは、データはクラウドAか
らデータ・プラットフォームに送られ、そこでデータ・サービスと
なり、クラウドBだけでなく、どのクラウド上のどのアプリケー
ションからでもアクセスできるようになります。 

クラウドとクラウド・プロバイダーの境界 
大企業では、最大12個のクラウドとさまざまなクラウド・
サービス・プロバイダーを利用するハイブリッド・クラウド・
アーキテクチャーを採用しています。 このような異種混合性
には利点がありますが、必ずしもデータの共有が容易になる
とは限りません。 クラウドとクラウド・プロバイダーの分離は、
前述のデータ・プラットフォームで見た別の形式の垂直サイロ
になります。 

データ・ファブリックは、これらの境界を管理する上で、いくつ
かのアーキテクチャー設計上の決定と同様に重要な役割を
果たしています。 いずれの場合も、織りなすべきクラウド上
に、水平の管理層を適用することが鍵となります（「データの
出入力問題を超越する」参照）。 ハイブリッド・マルチクラウ
ド環境では、データ・ファブリックでこの境界を管理すること
は、1つのクラウド・プロバイダーが「対等な第一者」になる必
要があることを意味するため、そのプロバイダーはオープン・
アーキテクチャーを採用する必要があります。 また、データ・
ファブリックを適用することで、管理しているクラウドの中に
は、宣伝されているほどオープンではなかったものもあるこ
とがわかるかもしれません。 

トランザクション・コミュニティーと 
分析データ運用コミュニティー間の境界線
まず、基本的なことを説明します。 大企業では、お客様との
やりとりの中で作成されたり、交換されたりするデータであ
る、トランザクション・データを大量に生成しています。 トラ
ンザクション・データを効果的に利用・管理するための課題
は、完全には解決されていないとしても、今日ではよく理解さ
れています。 例えば、多くの企業では、様々なチャネル、アプ
リケーション、製品・サービスからのトランザクション・データ
を使用・交換しているため、顧客を1つの視点でとらえること
ができません。 

トランザクション・データを積極的に管理しないと、企業内
でサイロ化してしまい、ビジネス・パフォーマンスの向上に重
要なデータ共有ができなくなってしまいます。 どのくらい重
要なのか？ Amazonのジェフ・ベゾスは、「トランザクション・
データを独り占めする者は解雇する」と警告したことで有名
です。3 

2つ目のタイプのデータ — 分析データ — は異なっています。 
この種のデータは、隠れたパターンを明らかにし、予測や意
思決定を行うために使用される、非常に大規模で多様なデー
タ・セットで構成されています。 ビッグデータの波は分析
データに関するものでしたが、今日、分析データは、AI、機械
学習、IoT、エッジ・コンピューティング、5Gなど、いわゆるエ
クスポネンシャル・テクノロジーの基盤となっています。 
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データ・ファブリックにとって、分析データの2つの特徴は重
要です。 まず、分析データの多くの用途では、大量かつ高速
にデータを取り込むことが求められます。 2つ目は、非構造
化データ（データ・セルに収まらないデータ）が含まれる場合
です。 動画、画像、音声、テキスト、ソーシャル・メディア、セン
サー・データなどは、すべてデータですが、スプレッドシートに
取り込める種類のデータではありません。 

最新のアナリティクスは、 リアルタイムまたは それに近い状
態のデータで実行する必要があります。 アナリティクスでは、
従来のデータウェアハウスやデータレイクを利用してこのよう
なスピードを実現することはできません。アナリティクスを実
現するためには、バッチ処理や費用がかかるデータ移動が必
要になるからです。 何らかの洞察が生まれる ときまでには、そ
れはすでに古くなっている可能性があります。 

データ・ファブリックは、データが移動していても実行できるイ
ベント・ストリーミング、アプリケーション統合、およびリアル
タイム・アナリティクスを提供することで、この課題を解決しま
す。 また、データ・ファブリックは、分散したデータ・ソース上
での分析を可能にするデータ仮想化機能を備えています。 こ
れは、データ・ソースが複数のクラウドに分散されるようにな
るため、特に重要です。クラウドやクラウド・プロバイダーとの
間でデータを移動すると、非常にコストがかかるからです。 

データ・ファブリックでは、APIを利用して、トランザクション・
アプリケーションやビジネス・ワークフローに直接組み込まれ
たインサイト・アズ・ア・サービスを提供することができます。 
つまり、データの利用者は、コストのかかる手作業によるデー
タ・ダッシュボードの解釈を待つ必要なく、実用的な洞察を
得ることができます。 場合によっては、これらの洞察が、人の
介入を必要とせず、システム内で直接、自動化されたアクショ
ンをトリガーすることができます。

コミュニティーの境界を管理することで、運用モデルの
機会が生まれる
トランザクションの世界と分析の世界を一緒にすることは、
企業の運用モデルに大きな影響を与えます。4 トランザクショ
ンの世界と分析の世界を技術的に近づけることで、データ・
ファブリックは、アプリケーション開発チームとデータ分析
チームを近づける新たな機会を提供します。 デジタル製品の
開発・管理のサイクルと、データからの洞察の生成とAIモデ
ルの適用のサイクルがかみ合い、新たな価値を作るワークフ
ローを生み出すことができるようになりました。 両コミュニ
ティのチームは、アプリケーションのユーザーや顧客にデータ
が豊富な価値を提供するという共通の目標を持って活動する
ことができます （図3「勝利の連携：トランザクション・デー
タ・コミュニティーと分析データ・コミュニティーの境界を管
理する」を参照）。

テスト

新たな要件と 
取り組み

データ

アプリ導入

アプリケーションの 
継続的なデリバリー

モデル設計と導入

データの取得と 
セルフサービス

監視と保持

データとAIの継続的な
デリバリー

開発

AIモデル

行動につながる洞察

分析の世界トランザクションの世界

データウェアハウス

オペレーショナル・ 
データ・ストア

データレイク

データの精緻化

データの永続性
とアクセス

図 3

勝利の連携
トランザクション・データ・コミュニティーと分析データ・コミュニティーの境界を管理する

データ・ファブリックでは、APIを利用して、 
トランザクション・アプリケーションやビジネス・
ワークフローに直接組み込まれたインサイト・ 
アズ・ア・サービスを提供することができます。 
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アプリケーション・デリバリーとデータ・アナリティクス・
コミュニティーの間に顧客とプロバイダーの関係を育む
ここで魔法のようなことが起こります。データ・ファブリック
は、ハイブリッドなマルチクラウドIT環境全体のデータをつ
なぎ、デジタル製品が使えるようにします。 また、デジタル製
品によって生成されたデータを、データCoEが使えるようにし
ます。 データ・ファブリックは集中型アーキテクチャーを必要
とせず、分散した異種混合のハイブリッド・マルチクラウド環
境にも対応しているため、従来であれば阻まれていたイノベー
ションを可能にします。 データ・ファブリックが、大企業にあ
りがちな技術的・組織的な障壁を打ち破ると、良いことが起
こります。 

このような利点を生かして、すべてのプラットフォームでデー
タと分析を統一的に管理することで、より多くのサイロを排
除することができます（「プロバイダーと顧客の関係を構築
する」を参照）。 ガバナンスを統一することで、ビジネス・ユ
ニットは個々のプラットフォームで進めることができ、一方で、
多様なアナリティクスの取り組みを共通のデータ・ガバナン
ス・プロセスで結びつけることができるようになります。 例え
ば、データ・ファブリックでは、企業レベルのデータ・カタログ
およびモデル・レジストリーにより、企業内の信頼できるデー
タとアナリティクス資産を可視化し、利用できるようにします。

データ・ファブリックは理解するのが難しい技術かもしれませ
んが、その有用性は明確です。企業内の異種データや企業が
利用する複数のクラウド環境を接続することができます。 最
も重要なことは、企業のアプリケーション・デリバリー・チー
ムとデータ分析CoEを接続できることです。 企業が、データ・
ファブリック、ハイブリッド・クラウド、アプリケーション開発、
データ分析が融合する領域をよく検討することをお勧めしま
す。 それは潜在的なビジネス価値に満ちた分野です。 

洞察：プロバイダーと顧客の関係
を構築する
三度目に銀行の例を挙げると、銀行のデジタル住宅ローン商
品とデジタル・クレジットカード商品は、どちらもトランザクショ
ン・データを生成します。 顧客群間のクロスセルのビジネス
ケースは、住宅ローンの申し込みによって生成されたデータの
一部（すべてではない）がクレジットカード・ビジネスに役立ち、
その逆も同様だという考えに基づいています。 どちらのタイプ
のアプリケーションの製品オーナーも、相手のデータを何らか
の形で分析する必要があり、おそらく予測分析やワークフロー
の自動化といった高次の機能も必要となります。 そのために
は、データ分析コミュニティーが必要です。

逆に、データ分析コミュニティーは、高度なデータ・モデルをテ
スト・構築し、機械学習やAI製品を訓練するための、安定した
大量のデータ・ストリームを必要としています。 この観点からす
ると、2つのコミュニティーはお互いに自然なプロバイダーで
あり、顧客であると言えます。 しかし、実際にはほとんど交流が
ないのが普通で、その結果、双方のコミュニティーのパフォー
マンスが低下してしまいます。

トランザクション・コミュニティーと分析コミュニティーの間の
壁を取り払うことは、運用モデルの問題です。 つまり、「トランザ
クション・アプリケーションの実行」と「データ・サイエンスの実
行」を別々の領域として捉えるのではなく、顧客に価値を提供
するために必要な同じ水平方向の仕事の流れに貢献するもの
として捉える、という考え方の転換が必要です。 
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アクション・ガイド 
ビジネス価値への道を切り開く
クラウドの導入、データ・ファブリック、インテリジェント・
データに関する議論は、当然のことながら、ますます相互に
関連しています。 多くの場合、経営手法と考え方の変化に
ついての統合的な対話が欠けており、それが、データ・ファブ
リック・アーキテクチャー・テクノロジーを単に実装するのか、
それともビジネス価値を獲得する方法で実装するのかの違い
をもたらします。 

ここでは、実装から価値へ移行するための3つの方法をご紹
介します。

1. プロジェクトではなく製品としてデータ・ファブリック
の取り組みに資金を提供する
ビジネス・テクノロジー・イニシアチブは、プロジェクトとして
資金提供され、事前に設定された要件を達成した後に終了し、
所有権は保守と維持作業を行うIT部門に移行する傾向があ
ります。 データ・ファブリックのようなものは、この方法では
うまくいきません。 

データ・ファブリック・イニシアチブを製品として資金提供し、
管理する方がはるかに優れています。資金提供は製品管理の
ライフサイクルを反映しています。 プロダクト・アプローチで
は、テクノロジーを導入して、ビジネス上の成果が出る前に勝
利を宣言するのではなく、データ・ファブリックの実用化はま
だ始まったばかりだと認識しています。5 資金や人員の確保は、
何年にもわたって継続する必要があります。 

多くの大企業では、デジタル化やクラウド化以前の資金提供
プロセスやポリシーが残っているため、このようなアプローチ
は困難です。 大企業は多くの場合、非常に回復力が高く、防
御力が十分にあります。 組織によっては、従来の資金提供ス
キームを直接近代化するのではなく、現行のポリシーを1度だ
け免除してもらう方が良い場合もあります。

2. アジャイル実装の原則を採用
型通りのデータ・ファブリック・キットはありません。 データ・
ファブリックを機能させるためには、各企業が必要なことを
学ぶ必要があります。 これは、データ・ファブリックに関する
作業が、クラウド導入の作業やスケールアップしたAI導入の作
業と同時に進行している場合に特に当てはまります。 システ
ムの一部を変更すると、他の部品に変更が加えられます。多
くの場合、予期できない方法で変更が加えられます。 

少し構築する、少しテストする、少し学ぶなどのアジャイルの
原則を採用することで、 データ・ファブリックを構築する際
に避けられない複雑な実行に対処することができます。 最
良の結果を得るためには、小規模で分野を超えたチームが連
携し、より 完成したスケールの大きいデータ・ファブリックを
次々と構築、統合、運用していく必要があります。 クラウドと
AIのイニシアチブが同時に進行しているケースでは、チームの
取り組みを統合するためのクロス・イニシアチブ製品オフィス
を持つチームをサポートすることをお勧めします。 

多くの大企業では、トップダウンのコマンド＆コントロール方
式の経営に慣れているため、アジャイル導入の原則を採用す
ることは困難です。 データ・ファブリックの活用方法について
誰も知らない最初の段階で、固定された計画、スケジュール、
マイルストーンを策定するのは良くない考えです。 適切な人
材、適切なテクノロジー、リファレンス・アーキテクチャーのよ
うな有用な成果物があったとしても、このイニシアチブはこれ
までに行われたことがなく、このビジネス環境のこの組織の
これらの人々では行われていません。 

3. データ・ファブリックをサービスとして実行
理想的には、データ・ファブリックは、ユーザー（たとえば、開
発チーム）が何をどのように実行しているかを知らなくても、
バックグラウンドで実行されます。 したがって、開発チーム
はフルタイムのデータ・ファブリックの専門家を雇う必要はあ
りません。 データ・ファブリックは、ユーザーが顧客の要求に
応える過程で消費するサービスとして最適に提供されますが、
時には消費していることに気づかないこともあります。 サー
ビス駆動型のビジネス・テクノロジー・モデルでは、データ・
ファブリックは、運用モデルの他の場所にいる様々な「顧客」
が利用できる継続的で基礎的なサービスのセットとして大変
適しています。 

データ・ファブリックを顧客が利用するサービスとすることの
メリットは、データ・ファブリックの範囲と規模をターゲットに
自動的に合わせられることです。 データ・ファブリック・サー
ビスは、その需要が拡大すれば拡大し、顧客の需要が縮小ま
たは変化すればデータ・ファブリック・サービスも縮小または
変化します。

データ・ファブリックをサービスとして実行することは困難を
伴う場合があります。なぜなら、従来のIT組織は垂直機能のサ
イロを中心に構築されており、サービス主導の運用モデルで
は、最終的に、顧客中心のデジタル製品配信フローに合わせた
より水平な構造に変更する必要があるからです。 
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